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NEW MAEBASHI YOUNG ENTREPRENEURS GROUP STRUCTURE
平成23年度前橋商工会議所青年部 緑水会前列左から：森本克哉、永井鉄平、前田　修、町田憲昭、阿部知章、高野和之、稲村　啓

後列左から：福田聡樹、関　直人、倉林　健、宮下　学、長坂雅紀、平形敦史

2

　

前
橋
商
工
会
議
所
青
年
部
緑
水
会
　

第
２３
代
代
表
幹
事
を

務
め
る
町
田
憲
昭
で
す
。

　

ま
ず
は
先
日
の
東
日
本
大
震
災
に
つ
き
ま
し
て
、被
災
地
の
皆

さ
ま
へ
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、現
地
で
昼
夜
を
問
わ
ず
救
済
活
動
に
あ
た
っ
て
い
る
関
係

所
管
の
方
々
に
深
い
敬
意
を
払
う
も
の
で
あ
り
、慎
み
慰
労
を
申
し
上
げ
ま
す
。

か
か
る
状
況
下
で
、昨
年
度
に
引
続
き
２３
年
度
の
代
表
幹
事
と
い
う
重
責
を
託
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
を

し
っ
か
り
と
心
に
刻
み
、か
つ
て
な
い
厳
し
い一
年
間
と
な
る
で
し
ょ
う
が
、私
た
ち
緑
水
会
を
支
え
て
く

だ
さ
る
皆
様
方
に
、勇
気
、元
気
、そ
し
て
明
る
い
希
望
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、緑
水
会
の
仲
間
と

と
も
に
常
に
前
向
き
な
姿
勢
で
青
年
部
活
動
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。

　

緑
水
会
は
今
年
創
立
３４
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。昭
和
５２
年
の
発
足
以
来
、第
１
回
全
国
大
会
開

催
や
初
代
日
本
Y
E
G
会
長
輩
出
と
い
っ
た
、全
国
約
４
０
０
の
青
年
部
の
中
で
も
格
別
の
伝
統
を

有
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
れ
も
全
て
歴
代
の
先
輩
方
の
ご
尽
力
、ま
た
前
橋
市
や
親
会
の
皆
様
方
の
ご

支
援
の
賜
物
で
あ
り
、こ
の
輝
か
し
い
歴
史
を
さ
ら
に
次
の
世
代
へ
と
し
っ
か
り
継
承
し
て
い
く
こ
と
も
、

私
た
ち
現
役
会
員
の
重
要
な
責
務
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
通
常
の
青
年
部
活
動
に
加
え
て
い
く
つ
か
の
新
た
な
局
面
を
迎
え
ま
す
。

　

ま
ず
は
群
馬
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会（
以
下
県
青
連
）の
幹
事
が
９
年
ぶ
り
に
前
橋
に
廻
っ

て
き
ま
す
。現
代
表
幹
事
と
し
て
私
が
県
青
連
会
長
職
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
※
１
）

　

こ
れ
か
ら
の
県
青
連
の
在
り
方
を
再
構
築
し
、県
内
９
市
青
年
部
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
今
年
度
は
北
関
東
３
県
都
青
年
部
連
携
事
業
と
し
て
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
M
U
M
」前
橋
大
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
※
２
）

前
橋
・
宇
都
宮
・
水
戸
を
繋
げ
る
北
関
東
道
の
開
通
、そ
し
て
群
馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

行
わ
れ
る
こ
の
機
会
に
、緑
水
会
が
企
画
開
発
し
た「
ご
当
地
グ
ル
メ
　

前
橋
う
T
O
N
飯
」や
県

内
外
各
地
の
ご
当
地
グ
ル
メ
と
連
携
し
、前
橋
の
み
な
ら
ず
群
馬
県
全
体
か
ら
北
関
東
全
域
へ
の
地
域

貢
献
ま
で
も
視
野
に
入
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に「
平
成
２７
年
度
全
国
会
長
研
修
会
」を
前
橋
で
開
催
す
る
た
め
、昨
年
６
月
定
時
総
会
に
て

誘
致
立
候
補
す
る
旨
が
全
員
賛
成
で
正
式
決
定
し
ま
し
た
。そ
し
て
本
年
度
は
、具
体
的
な
誘
致
プ

ラ
ン
の
策
定
お
よ
び
開
催
に
関
す
る
準
備
全
般
を
遂
行
す
る
た
め
に
、誘
致
準
備
委
員
会
を
発
足
し

ま
す
。（
※
３
）

　

本
年
度
も
緑
水
会
1
1
0
有
余
名
の
メ
ン
バ
ー
が
、総
務
・
広
報
・
会
員
・
経
営
・
地
域
・
事
業
の
各
委
員

会
に
分
か
れ
て
多
種
多
様
な
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。青
年
経
済
人
と
し
て
の
自
己
研
鑽
、市
街

地
活
性
化
、前
橋
市
政
へ
の
参
画
、人
脈
形
成
か
ら
親
睦
交
流
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
内
容
や
手
段
は

異
な
っ
て
い
て
も
、目
指
し
て
い
る
も
の
は
皆
同
じ
で
す
。

「
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
発
展
と
地
域
の
活
性
化
へ
の
貢
献
を
通
じ
て
、会
員
自
ら
が
成
長
す
る
出
会

い
と
学
び
の
場
」こ
れ
が
私
た
ち
緑
水
会
の
基
本
理
念
で
あ
り
、先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
過
去

３４
年
間
、そ
し
て
将
来
の
新
し
い
世
代
へ
と
続
く
不
変
の
目
的
で
す
。

　

前
橋
で
商
売
を
営
む
中
小
企
業
経
営
者
で
あ
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、地
元
を
愛
し
こ
の
前
橋
が
も
っ
と

も
っ
と
元
気
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、さ
ら
に
子
供
達
が
こ
の
前
橋
で
商
売
を
継
い
で
行
き

た
い
と
思
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、今
年
度
も
こ
の
目
的
に
ぶ
れ
な
い
会
の
運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
会

員
一
人
一
人
を
強
い
経
営
者
に
、そ
し
て
地
域
愛
へ
」を
テ
ー
マ
と
し
、「
絆
」の
力
を
信
じ
て
、目
的
を
共
に

す
る
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
共
に
こ
の一
年
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

1

町田代表幹事

私たち前橋商工会議所青年部緑水会とはどういった組織か？

どういった人たちがどういった目的でどういった活動を行なっているのか？

市民の皆さんや新入会員、またはこれから入会される方へ「緑水会とは？」を

基本的な部分から、群馬テレビ福田友理子アナウンサーが解き明かしていきます。

平成２3年度代表幹事　町田憲昭

マチダマーケティング（株）代表取締役社長

昭和４５年１０月３０日生３９歳

平成１０年に入会、総務広報委員長を４期、副代表を２期務め、本年度

第２３代代表幹事に就任。緑水会初の親子２代の代表幹事となる（お

父様は第４代代表幹事）。

群
馬
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

県
内
９
市
の
青
年
部
（
前
橋
、
伊
勢
崎
、
太
田
、

桐
生
、
館
林
、
富
岡
、
藤
岡
、
渋
川
、
沼
田
）
が

加
盟
し
、
毎
年
輪
番
制
で
幹
事
を
務
め
る
。
ち
な

み
昭
和
58
年
に
発
足
さ
れ
初
代
か
ら
第
3
代
ま
で

は
前
橋
が
会
長
職
を
務
め
た
。

（
※
２
）
M
U
M

前
橋
・
宇
都
宮
・
水
戸
の
北
関
東
３

県
都
青
年
部
連
携
事
業
。
Ｍ
Ｕ
Ｍ

（
マ
ム
）
の
由
来
は
３
市
の
頭
文

字
、
さ
ら
に
M
e
e
t
（
会
う
）

U
n
d
e
r
s
t
a
n
d
（
知
る
）

M
o
v
e
（
動
く
）
か
ら
。

北
関
東
道
開
通
に
よ
り
交
流
が
深
ま

る
3
県
の
連
携
事
業
を
目
指
し
て
昨

年
3
月
に
発
足
。
昨
年
度
は
宇
都
宮

Y
E
G
主
幹
に
よ
っ
て
、
３
県
都
の

特
産
品
を
活
か
し
た
新
料
理
「
う
　

ま
　

み
　

つ
な
が
る
　

き
た
か
ん
餃

子
」
が
開
発
さ
れ
た
。

（
※
２
）
M
U
M

前
橋
・
宇
都
宮
・
水
戸
の
北
関
東
３
県
都
青
年
部
連
携
事

業
。
Ｍ
Ｕ
Ｍ
（
マ
ム
）
の
由
来
は
３
市
の
頭
文
字
、
さ
ら

に
M
e
e
t
（
会
う
）
U
n
d
e
r
s
t
a
n
d
（
知

る
）
M
o
v
e
（
動
く
）
か
ら
。

北
関
東
道
開
通
に
よ
り
交
流
が
深
ま
る
3
県
の
連
携
事
業

を
目
指
し
て
昨
年
3
月
に
発
足
。
昨
年
度
は
宇
都
宮

Y
E
G
主
幹
に
よ
っ
て
、
３
県
都
の
特
産
品
を
活
か
し
た

新
料
理
「
う
　

ま
　

み
　

つ
な
が
る
　

き
た
か
ん
餃
子
」

が
開
発
さ
れ
た
。

（
※
３
）全
国
会
長
研
修
会
議

全
国
約
４
０
０
の
青
年
部
か
ら
、現
会
長（
代
表
幹
事
）、次
年

度
会
長
予
定
者
等
１
０
０
０
名
以
上
が
参
加
す
る
年
に
一
度

の
研
修
会
。緑
水
会
で
は
平
成
２
７
年
度
前
橋
で
の
開
催
に

向
け
て
３
年
前
か
ら
検
討
を
始
め
、
昨
年
度
の
６
月
総
会
で

正
式
に
立
候
補
す
る
旨
が
決
定
さ
れ
た
。

（
※
３
）
全
国
会
長
研
修
会
議

全
国
約
４
０
０
の
青
年
部
か
ら
、
現

会
長
（
代
表
幹
事
）
、
次
年
度
会
長

予
定
者
等
１
０
０
０
名
以
上
が
参
加

す
る
年
に
一
度
の
研
修
会
。
緑
水
会

で
は
平
成
２
７
年
度
前
橋
で
の
開
催

平成２3年度代表幹事

町田　憲昭平成２3年度直前代表幹事

前田　修　

我
々
、
緑
水
会
メ
ン
バ
ー
は
沢
山
の
事
業
活
動
か
ら
青

年
経
済
人
と
し
て
自
己
研
鑽
に
務
め
、
家
業
・
企
業
へ
の

発
展
を
目
標
と
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、

子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
前
橋
市
の
活
気
を
取
り
戻
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
２２
年
度
は
ご
当
地
グ
ル
メ
の
開
発
や
青
少
年
の

育
成
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
事
業
、
経
営
者
と
し
て
必
要
な
勉
強
会
等
本
当
に
多
く
の
事
業
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
平
成
２３
年
度
は
群
馬
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連

合
会
の
会
長
を
前
橋
よ
り
輩
出
し
、
更
に
平
成
２７
年
度
に
開
催
さ
れ
る
全
国
会
長
研
修
会

の
誘
致
に
向
け
て
全
国
に
前
橋
の
名
を
広
め
て
い
く
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
は

１
１
０
名
の
メ
ン
バ
ー
が
町
田
憲
昭
代
表
幹
事
を
核
と
し
、
一
丸
と
な
っ
て
ベ
ク
ト
ル
を

同
じ
方
向
に
向
け
大
き
く
飛
躍
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
決
し
て
軸
を
ぶ
れ
る

事
な
く
こ
れ
か
ら
の
一
年
間
を
大
切
に
緑
水
会
活
動
に
励
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

直
前
代
表
幹
事
と
し
て
皆
さ
ん
の
支
え
に
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

M
U
M

前
橋
・
宇
都
宮
・
水
戸
の
北
関
東
３
県
都
青
年
部
連
携
事
業
。

Ｍ
Ｕ
Ｍ（
マ
ム
）
の
由
来
は
３
市
の
頭
文
字
、
さ
ら
に

M
e
e
t
（
会
う
）
U
n
d
e
r
s
t
a
n
d
（
知
る
）

M
o
v
e（
動
く
）か
ら
。

北
関
東
道
開
通
に
よ
り
交
流
が
深
ま
る
3
県
の
連
携
事
業

を
目
指
し
て
昨
年
3
月
に
発
足
。昨
年
度
は
宇
都
宮
Y
E
G

主
幹
に
よ
っ
て
、
３
県
都
の
特
産
品
を
活
か
し
た
新
料
理

「
う 

ま 

み 

つ
な
が
る 

き
た
か
ん
餃
子
」が
開
発
さ
れ
た
。

※1

※2
全
国
会
長
研
修
会

全
国
大
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
と
並
ぶ
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
３
大
大
会
の

一
つ
。全
国
約
４
０
０
の
青
年
部
か
ら
現
会
長
、
次
年
度
会
長

予
定
者
等
１
０
０
０
名
以
上
が
参
加
す
る
年
に
一
度
の
研
修

会
。緑
水
会
で
は「
虚
飾
を
廃
し
た
本
来
あ
る
べ
き
研
修
会
」の

誘
致
開
催
を
目
指
し
て
、３
年
前
か
ら
議
論
、調
査
、検
討
が
始

ま
っ
た
。

※3

次
世
代
へ
の
期
待
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前
橋
商
工
会
議
所
青
年
部
緑
水
会
　

第
２３
代
代
表
幹
事
を

務
め
る
町
田
憲
昭
で
す
。

　

ま
ず
は
先
日
の
東
日
本
大
震
災
に
つ
き
ま
し
て
、被
災
地
の
皆

さ
ま
へ
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、現
地
で
昼
夜
を
問
わ
ず
救
済
活
動
に
あ
た
っ
て
い
る
関
係

所
管
の
方
々
に
深
い
敬
意
を
払
う
も
の
で
あ
り
、慎
み
慰
労
を
申
し
上
げ
ま
す
。

か
か
る
状
況
下
で
、昨
年
度
に
引
続
き
２３
年
度
の
代
表
幹
事
と
い
う
重
責
を
託
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
を

し
っ
か
り
と
心
に
刻
み
、か
つ
て
な
い
厳
し
い一
年
間
と
な
る
で
し
ょ
う
が
、私
た
ち
緑
水
会
を
支
え
て
く

だ
さ
る
皆
様
方
に
、勇
気
、元
気
、そ
し
て
明
る
い
希
望
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、緑
水
会
の
仲
間
と

と
も
に
常
に
前
向
き
な
姿
勢
で
青
年
部
活
動
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。

　

緑
水
会
は
今
年
創
立
３４
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。昭
和
５２
年
の
発
足
以
来
、第
１
回
全
国
大
会
開

催
や
初
代
日
本
Y
E
G
会
長
輩
出
と
い
っ
た
、全
国
約
４
０
０
の
青
年
部
の
中
で
も
格
別
の
伝
統
を

有
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
れ
も
全
て
歴
代
の
先
輩
方
の
ご
尽
力
、ま
た
前
橋
市
や
親
会
の
皆
様
方
の
ご

支
援
の
賜
物
で
あ
り
、こ
の
輝
か
し
い
歴
史
を
さ
ら
に
次
の
世
代
へ
と
し
っ
か
り
継
承
し
て
い
く
こ
と
も
、

私
た
ち
現
役
会
員
の
重
要
な
責
務
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
通
常
の
青
年
部
活
動
に
加
え
て
い
く
つ
か
の
新
た
な
局
面
を
迎
え
ま
す
。

　

ま
ず
は
群
馬
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会（
以
下
県
青
連
）の
幹
事
が
９
年
ぶ
り
に
前
橋
に
廻
っ

て
き
ま
す
。現
代
表
幹
事
と
し
て
私
が
県
青
連
会
長
職
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
※
１
）

　

こ
れ
か
ら
の
県
青
連
の
在
り
方
を
再
構
築
し
、県
内
９
市
青
年
部
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
今
年
度
は
北
関
東
３
県
都
青
年
部
連
携
事
業
と
し
て
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
M
U
M
」前
橋
大
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
※
２
）

前
橋
・
宇
都
宮
・
水
戸
を
繋
げ
る
北
関
東
道
の
開
通
、そ
し
て
群
馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

行
わ
れ
る
こ
の
機
会
に
、緑
水
会
が
企
画
開
発
し
た「
ご
当
地
グ
ル
メ
　

前
橋
う
T
O
N
飯
」や
県

内
外
各
地
の
ご
当
地
グ
ル
メ
と
連
携
し
、前
橋
の
み
な
ら
ず
群
馬
県
全
体
か
ら
北
関
東
全
域
へ
の
地
域

貢
献
ま
で
も
視
野
に
入
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に「
平
成
２７
年
度
全
国
会
長
研
修
会
」を
前
橋
で
開
催
す
る
た
め
、昨
年
６
月
定
時
総
会
に
て

誘
致
立
候
補
す
る
旨
が
全
員
賛
成
で
正
式
決
定
し
ま
し
た
。そ
し
て
本
年
度
は
、具
体
的
な
誘
致
プ

ラ
ン
の
策
定
お
よ
び
開
催
に
関
す
る
準
備
全
般
を
遂
行
す
る
た
め
に
、誘
致
準
備
委
員
会
を
発
足
し

ま
す
。（
※
３
）

　

本
年
度
も
緑
水
会
1
1
0
有
余
名
の
メ
ン
バ
ー
が
、総
務
・
広
報
・
会
員
・
経
営
・
地
域
・
事
業
の
各
委
員

会
に
分
か
れ
て
多
種
多
様
な
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。青
年
経
済
人
と
し
て
の
自
己
研
鑽
、市
街

地
活
性
化
、前
橋
市
政
へ
の
参
画
、人
脈
形
成
か
ら
親
睦
交
流
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
内
容
や
手
段
は

異
な
っ
て
い
て
も
、目
指
し
て
い
る
も
の
は
皆
同
じ
で
す
。

「
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
発
展
と
地
域
の
活
性
化
へ
の
貢
献
を
通
じ
て
、会
員
自
ら
が
成
長
す
る
出
会

い
と
学
び
の
場
」こ
れ
が
私
た
ち
緑
水
会
の
基
本
理
念
で
あ
り
、先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
過
去

３４
年
間
、そ
し
て
将
来
の
新
し
い
世
代
へ
と
続
く
不
変
の
目
的
で
す
。

　

前
橋
で
商
売
を
営
む
中
小
企
業
経
営
者
で
あ
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、地
元
を
愛
し
こ
の
前
橋
が
も
っ
と

も
っ
と
元
気
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、さ
ら
に
子
供
達
が
こ
の
前
橋
で
商
売
を
継
い
で
行
き

た
い
と
思
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、今
年
度
も
こ
の
目
的
に
ぶ
れ
な
い
会
の
運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
会

員
一
人
一
人
を
強
い
経
営
者
に
、そ
し
て
地
域
愛
へ
」を
テ
ー
マ
と
し
、「
絆
」の
力
を
信
じ
て
、目
的
を
共
に

す
る
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
共
に
こ
の一
年
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

1

町田代表幹事

私たち前橋商工会議所青年部緑水会とはどういった組織か？

どういった人たちがどういった目的でどういった活動を行なっているのか？

市民の皆さんや新入会員、またはこれから入会される方へ「緑水会とは？」を

基本的な部分から、群馬テレビ福田友理子アナウンサーが解き明かしていきます。

平成２3年度代表幹事　町田憲昭

マチダマーケティング（株）代表取締役社長

昭和４５年１０月３０日生３９歳

平成１０年に入会、総務広報委員長を４期、副代表を２期務め、本年度

第２３代代表幹事に就任。緑水会初の親子２代の代表幹事となる（お

父様は第４代代表幹事）。

群
馬
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

県
内
９
市
の
青
年
部
（
前
橋
、
伊
勢
崎
、
太
田
、

桐
生
、
館
林
、
富
岡
、
藤
岡
、
渋
川
、
沼
田
）
が

加
盟
し
、
毎
年
輪
番
制
で
幹
事
を
務
め
る
。
ち
な

み
昭
和
58
年
に
発
足
さ
れ
初
代
か
ら
第
3
代
ま
で

は
前
橋
が
会
長
職
を
務
め
た
。

（
※
２
）
M
U
M

前
橋
・
宇
都
宮
・
水
戸
の
北
関
東
３

県
都
青
年
部
連
携
事
業
。
Ｍ
Ｕ
Ｍ

（
マ
ム
）
の
由
来
は
３
市
の
頭
文

字
、
さ
ら
に
M
e
e
t
（
会
う
）

U
n
d
e
r
s
t
a
n
d
（
知
る
）

M
o
v
e
（
動
く
）
か
ら
。

北
関
東
道
開
通
に
よ
り
交
流
が
深
ま

る
3
県
の
連
携
事
業
を
目
指
し
て
昨

年
3
月
に
発
足
。
昨
年
度
は
宇
都
宮

Y
E
G
主
幹
に
よ
っ
て
、
３
県
都
の

特
産
品
を
活
か
し
た
新
料
理
「
う
　

ま
　

み
　

つ
な
が
る
　

き
た
か
ん
餃

子
」
が
開
発
さ
れ
た
。

（
※
２
）
M
U
M

前
橋
・
宇
都
宮
・
水
戸
の
北
関
東
３
県
都
青
年
部
連
携
事

業
。
Ｍ
Ｕ
Ｍ
（
マ
ム
）
の
由
来
は
３
市
の
頭
文
字
、
さ
ら

に
M
e
e
t
（
会
う
）
U
n
d
e
r
s
t
a
n
d
（
知

る
）
M
o
v
e
（
動
く
）
か
ら
。

北
関
東
道
開
通
に
よ
り
交
流
が
深
ま
る
3
県
の
連
携
事
業

を
目
指
し
て
昨
年
3
月
に
発
足
。
昨
年
度
は
宇
都
宮

Y
E
G
主
幹
に
よ
っ
て
、
３
県
都
の
特
産
品
を
活
か
し
た

新
料
理
「
う
　

ま
　

み
　

つ
な
が
る
　

き
た
か
ん
餃
子
」

が
開
発
さ
れ
た
。

（
※
３
）全
国
会
長
研
修
会
議

全
国
約
４
０
０
の
青
年
部
か
ら
、現
会
長（
代
表
幹
事
）、次
年

度
会
長
予
定
者
等
１
０
０
０
名
以
上
が
参
加
す
る
年
に
一
度

の
研
修
会
。緑
水
会
で
は
平
成
２
７
年
度
前
橋
で
の
開
催
に

向
け
て
３
年
前
か
ら
検
討
を
始
め
、
昨
年
度
の
６
月
総
会
で

正
式
に
立
候
補
す
る
旨
が
決
定
さ
れ
た
。

（
※
３
）
全
国
会
長
研
修
会
議

全
国
約
４
０
０
の
青
年
部
か
ら
、
現

会
長
（
代
表
幹
事
）
、
次
年
度
会
長

予
定
者
等
１
０
０
０
名
以
上
が
参
加

す
る
年
に
一
度
の
研
修
会
。
緑
水
会

で
は
平
成
２
７
年
度
前
橋
で
の
開
催

平成２3年度代表幹事

町田　憲昭平成２3年度直前代表幹事

前田　修　

我
々
、
緑
水
会
メ
ン
バ
ー
は
沢
山
の
事
業
活
動
か
ら
青

年
経
済
人
と
し
て
自
己
研
鑽
に
務
め
、
家
業
・
企
業
へ
の

発
展
を
目
標
と
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、

子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
前
橋
市
の
活
気
を
取
り
戻
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
２２
年
度
は
ご
当
地
グ
ル
メ
の
開
発
や
青
少
年
の

育
成
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
事
業
、
経
営
者
と
し
て
必
要
な
勉
強
会
等
本
当
に
多
く
の
事
業
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
平
成
２３
年
度
は
群
馬
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連

合
会
の
会
長
を
前
橋
よ
り
輩
出
し
、
更
に
平
成
２７
年
度
に
開
催
さ
れ
る
全
国
会
長
研
修
会

の
誘
致
に
向
け
て
全
国
に
前
橋
の
名
を
広
め
て
い
く
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
は

１
１
０
名
の
メ
ン
バ
ー
が
町
田
憲
昭
代
表
幹
事
を
核
と
し
、
一
丸
と
な
っ
て
ベ
ク
ト
ル
を

同
じ
方
向
に
向
け
大
き
く
飛
躍
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
決
し
て
軸
を
ぶ
れ
る

事
な
く
こ
れ
か
ら
の
一
年
間
を
大
切
に
緑
水
会
活
動
に
励
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

直
前
代
表
幹
事
と
し
て
皆
さ
ん
の
支
え
に
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

M
U
M

前
橋
・
宇
都
宮
・
水
戸
の
北
関
東
３
県
都
青
年
部
連
携
事
業
。

Ｍ
Ｕ
Ｍ（
マ
ム
）
の
由
来
は
３
市
の
頭
文
字
、
さ
ら
に

M
e
e
t
（
会
う
）
U
n
d
e
r
s
t
a
n
d
（
知
る
）

M
o
v
e（
動
く
）か
ら
。

北
関
東
道
開
通
に
よ
り
交
流
が
深
ま
る
3
県
の
連
携
事
業

を
目
指
し
て
昨
年
3
月
に
発
足
。昨
年
度
は
宇
都
宮
Y
E
G

主
幹
に
よ
っ
て
、
３
県
都
の
特
産
品
を
活
か
し
た
新
料
理

「
う 

ま 

み 

つ
な
が
る 

き
た
か
ん
餃
子
」が
開
発
さ
れ
た
。

※1

※2
全
国
会
長
研
修
会

全
国
大
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
と
並
ぶ
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
３
大
大
会
の

一
つ
。全
国
約
４
０
０
の
青
年
部
か
ら
現
会
長
、
次
年
度
会
長

予
定
者
等
１
０
０
０
名
以
上
が
参
加
す
る
年
に
一
度
の
研
修

会
。緑
水
会
で
は「
虚
飾
を
廃
し
た
本
来
あ
る
べ
き
研
修
会
」の

誘
致
開
催
を
目
指
し
て
、３
年
前
か
ら
議
論
、調
査
、検
討
が
始

ま
っ
た
。

※3

次
世
代
へ
の
期
待



3

上州空っ風凧揚げ大会

ローズ・クィーンコンテスト

海外視察研修 in 台湾

少年野球教室開催少年野球教室開催

前橋まつり（だんべえ部会）

　

事
業
委
員
会
は
主
に
外
部
に
向
け
て

の
活
動
、
青
少
年
育
成
や
観
光
に
関
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

前
橋
市
や
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
と
連
携
し
て
、
２
０
年
程
前
か
ら
凧

揚
げ
大
会
や
ロ
ー
ズ
ク
ィ
ー
ン
の
運
営

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
他
所
の

観
光
イ
ベ
ン
ト
研
修
、
な
ら
び
に
自
己

研
鑽
を
目
的
と
し
、
国
内
、
海
外
の
視

察
研
修
旅
行
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
近
年
で
は
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
等

を
通
じ
て
青
少
年
育
成
活
動
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

☆
上
州
空
っ
風
凧
揚
げ
大
会

　

冬
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
毎
年
2

月
に
利
根
川
河
川
敷
で
開
催
、
大
凧
揚

げ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
カ
イ
ト
実
演
、
子
ど

も
た
ち
の
凧
揚
げ
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、

多
く
の
市
民
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。

☆
ロ
ー
ズ
ク
ィ
ー
ン

　

前
橋
の
観
光
特
使
ロ
ー
ズ
ク
ィ
ー
ン

に
つ
い
て
、
毎
年
4
月
の
コ
ン
テ
ス
ト

主
催
か
ら
研
修
、
デ
ビ
ュ
ー
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
出
演
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

☆
青
少
年
育
成
推
進
事
業

　

群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス
の
現

役
選
手
に
よ
る
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
実

技
指
導
や
サ
イ
ン
会
を
開
催
し
、ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
青
少
年
育
成
を
図
り
ま
す
。

平
成
22
年
度
事
業
委
員
長町

田 

信
明

町
田 

信
明

平
形 

敦
史

「
わ
ー
揚
が
っ
た
　

揚
が
っ
た
　

あ
ー

終
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
」
　

３
度
目
に
揚

が
っ
た
大
凧
が
着
地
し
た
瞬
間
、
母

親
に
手
を
繋
が
れ
た
小
さ
な
女
の
子

が
言
っ
た
。
同
時
に
俺
の
心
の
中
で

「
あ
ー
終
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
な
ぁ
、
俺
の

事
業
委
員
長
」
本
当
は
ま
だ
ま
だ
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
沢
山
あ

る
あ
る
は
ず
な
の
だ
が
。

　

今
年
度
の
事
業
委
員
会
、
何
と
か

無
事
に
着
地
で
き
そ
う
だ
が
、
今
日

の
大
凧
よ
り
高
く
揚
げ
る
事
が
出
来

た
の
か
な
ぁ
。

　

ロ
ー
ズ
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、

海
外
視
察
研
修
、
少
年
野
球
教
室
、

凧
揚
げ
大
会
、
前
橋
祭
り
だ
ん
べ
え

部
会
。

　

大
凧
と
同
じ
で
、
み
ん
な
に
引
っ

張
っ
て
も
ら
っ
た
事
業
委
員
会
。

　

世
間
で
よ
く
「
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
」
な
ん
て
い
う
言

葉
を
耳
に
す
る
が
、
俺
に
と
っ
て
緑

水
会
の
委
員
長
が
ま
さ
に
そ
れ
だ
。
　

　

こ
の
紙
面
で
は
語
り
き
れ
な
い
が
、

仲
間
と
の
絆
が
深
ま
り
、
成
長
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ら
れ
、
少
な
か

ら
ず
と
も
「
わ
が
前
橋
」
に
貢
献
で

き
る
。
そ
れ
だ
け
で
十
分
じ
ゃ
な
い

か
。 平

成
23
年
度
事
業
委
員
長平

形 

敦
史

　

観
光
推
進
と
青
少
年
育
成
を
両
輪

に
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。★

町
田
信
明
　
　

（
卒
業
）

★
中
田
和
郎
　
　

（
卒
業
）

★
関
　

直
人
　
　

（
今
年
度
／
会
員
委
員
会
）

★
平
形
敦
史
　
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

★
井
坂
孝
次
　
　

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

★
吉
田
将
輝
　
　

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

★
中
津
山
俊
輔
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

　

田
村
幸
雄
　
　

（
卒
業
）

　

星
野
洋
一
　
　

（
今
年
度
／
総
務
委
員
会
）

　

大
崎
政
俊
　
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

　

川
本
憲
和
　
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

　

五
十
嵐
勝
治
　

（
今
年
度
／
広
報
委
員
会
）

　

亀
井
太
一
　
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

　

羽
生
田
泰
文
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

　

町
田
晶
也
　
　

（
今
年
度
／
広
報
委
員
会
）

　

牧
口
幸
弘
　
　

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

　

田
子
宏
美
　
　

（
今
年
度
／
広
報
委
員
会
）

　

市
川
麻
紀
　
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

　

高
木
訓
之
　
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

　

下
山
達
也
　
　

（
今
年
度
／
総
務
委
員
会
）

★
池
下
敦
洋

平
成
22
年
度
事
業
委
員
会
メ
ン
バ
ー

未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

観
光
推
進

★委員長　★副委員長　★理事　★担当副代表
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田植え体験

チャリティーゴルフ大会

環境奉仕活動 in 七夕まつり

地域振興例会（林家たい平講演会）

鼓笛吹奏楽パレード部会（前橋まつり）

　

地
域
委
員
会
は
前
橋
市
の
活
性
化
に

直
結
す
る
活
動
を
担
当
し
ま
す
。
中
心

市
街
地
商
店
街
と
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
、

前
橋
市
の
福
祉
事
業
に
寄
与
す
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
活
動
、
市
民
を
無
料
招
待
し
て

の
演
芸
会
な
ど
の
事
業
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ま
た
近
年
は
と
く
に
「
食
に
よ

る
町
お
こ
し
」
を
テ
ー
マ
に
、
米
作
り

や
地
元
食
材
を
活
か
し
た
新
料
理
の
開

発
を
企
画
し
、
そ
の
成
果
と
し
て
ご
当

地
グ
ル
メ
「
前
橋 

う
T
O
N
飯
」
が
誕

生
し
ま
し
た
。

☆
地
域
振
興
事
業

　

中
心
市
街
地
商
店
街
の
花
壇
作
り
や

　

七
夕
祭
り
ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
の
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
う
T
O
N
飯
を

　

企
画
し
た
地
域
活
性
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

☆
チ
ャ
リ
テ
ィ
事
業

　

前
橋
市
の
福
祉
や
教
育
に
寄
与
す
る

　

た
め
、
各
方
面
か
ら
の
ご
協
力
を
い

　

た
だ
き
、
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
の
チ
ャ

　

リ
テ
ィ
行
事
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
地
域
委
員
長新

井 

義
宗

新
井 

義
宗

倉
林 

健

　

ひ
と
え
に
道
と
言
っ
て
も
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。

　

石
畳
道
、木
道
、土
道
、草
道
と
い
っ

た
自
然
の
道
。

　

栄
光
・
希
望
・
将
来
・
勝
利
・
成

功
の
道
と
い
っ
た
成
就
の
道
。

　

武
の
道
、
拳
の
道
、
剣
の
道
、
学

問
と
鍛
錬
を
伴
う
道
。

　

道
は
、
平
坦
で
や
さ
し
い
道
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
の

道
は
き
び
し
く
大
自
然
の
猛
威
に
さ

ら
さ
れ
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
道
を
、
先
人
達
は
一
歩
、

一
歩
確
実
に
踏
み
締
め
固
め
た
か
ら

こ
そ
、
今
の
商
工
会
議
所
青
年
部
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
歴
史

あ
る
道
を
一
緒
に
歩
ん
で
く
れ
た
地

域
委
員
会
の
信
友
に
感
謝
と
共
に
、

導
い
て
く
れ
た
町
田
代
表
幹
事
に
礼

譲
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
23
年
度
地
域
委
員
長倉

林 

健

「
街
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
」
を

テ
ー
マ
に
食
に
よ
る
地
域
活
性
化
を

目
指
し
ま
す
。

★
新
井
義
宗
　

（
今
年
度
／
総
務
委
員
会
）

★
寺
島
崇
雄
　

（
今
年
度
／
広
報
委
員
会
）

★
井
上
直
也
　

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

★
宇
野
友
洋
　

（
今
年
度
／
総
務
委
員
会
）

★
木
暮
一
裕
　

（
卒
業
）

★
中
村
丙
午
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

★
大
澤
栄
一
郎
　

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

　

桑
山
勇
一
　

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

　

富
澤
吾
一
　

（
今
年
度
／
広
報
委
員
会
）

　

深
澤
和
之
　

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

　

岸
部
平
　

（
今
年
度
／
広
報
委
員
会
）

　

池
田
広
之
　

（
今
年
度
／
総
務
委
員
会
）

　

佐
川
哲
一
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

　

井
上
荘
志
郎
　

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

　

宮
下
博
和
　

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

　

伊
藤
貴
宏
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

　

曽
根
利
光
　

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

　

塩
原
健
　

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

　

寺
沢
勇
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

　

鳥
越
淳
司
　

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

★
永
井
鉄
平

平
成
22
年
度
地
域
委
員
会
メ
ン
バ
ー

人
づ
く
り
か
ら
町
づ
く
り
へ
と

進
歩
す
る
た
め
に

★委員長　★副委員長　★理事　★担当副代表

地
域
貢
献

☆
市
民
交
流
事
業

　

地
元
自
治
会
と
共
同
で
田
植
え
か
ら

　

稲
刈
り
ま
で
の
米
作
り
体
験
や
、
人

　

気
落
語
家
の
演
芸
会
な
ど
、
前
橋
市

　

民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
企
画
し
て

　

い
ま
す
。
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２月例会：群馬県青連特別講演会　講師：読売巨人軍球団代表　清武英利

経営勉強会 座禅会

行政との懇談例会

第30回全国大会みやぎ・仙台大会

前橋まつり（祇園山車・子供みこし部会）

　

経
営
委
員
会
は
私
た
ち
青
年
経
済
人

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
役
立
つ
活
動
を
担

当
し
ま
す
。

　

前
橋
市
の
発
展
は
地
元
企
業
の
繁
栄
、

さ
ら
に
は
経
営
者
の
知
識
見
識
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
税
務
法
務
な
ど

の
必
須
知
識
、
前
橋
市
の
施
政
方
針
、

景
気
の
動
向
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
講
演
会

や
勉
強
会
、
先
進
地
や
先
進
企
業
へ
の

視
察
研
修
、
一
寸
変
っ
た
と
こ
ろ
で
は

座
禅
、
滝
打
ち
と
い
っ
た
精
神
修
養
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

☆
講
演
会
・
勉
強
会

　

各
界
の
先
達
に
よ
る
講
演
会
や
、
経

　

営
者
に
と
っ
て
必
須
の
税
務
法
務
の

　

勉
強
会
の
開
催
、
さ
ら
に
は
座
禅
や

　

滝
打
ち
な
ど
の
心
身
鍛
錬
に
も
チ
ャ

　

レ
ン
ジ
し
ま
す
。

☆
視
察
研
修
旅
行

　

先
進
地
や
先
進
企
業
を
視
察
し
経
済

　

人
と
し
て
の
見
聞
を
広
め
ま
す
。
一

　

企
業
一
個
人
で
は
な
か
な
か
体
験
で

　

き
な
い
、
貴
重
な
研
修
の
機
会
が
得

　

ら
れ
ま
す
。

平
成
22
年
度
経
営
委
員
長小

林 

祐
介

宮
下
　

学

小
林 

祐
介

平
成
22
年
度
経
営
委
員
会
は
す
ば
ら

し
い
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
担
当
す
る

2
つ
の
例
会
を
無
事
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。「
行
政
と
の
懇
談
例

会
」
で
は
3
年
ぶ
り
に
高
木
前
橋
市

長
・
齋
藤
副
市
長
を
講
師
に
迎
え
開

催
し
ま
し
た
。「
講
師
例
会
」
は
若
手

経
営
者
育
成
事
業
と
し
て
の
開
催
と

な
り
、
読
売
巨
人
軍
の
清
武
球
団
代

表
を
お
呼
び
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
開
催
に
あ
た
り
企
画
・
準
備
・

運
営
な
ど
経
営
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

を
は
じ
め
多
く
の
会
員
の
方
や
事
務

局
、
関
係
し
た
全
て
の
方
に
ご
協
力

い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

1
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
経
営
委
員
長宮

下
　

学

　

青
年
経
済
人
と
し
て
お
互
い
に
飛

躍
で
き
る
事
業
を
企
画
し
ま
す
。

自
己
研
鑽

★
小
林
祐
介
　

（
今
年
度
／
総
務
委
員
会
）

★
長
坂
雅
紀
　

（
今
年
度
／
広
報
委
員
会
）

★
塚
越
正
浩
　

（
今
年
度
／
会
員
委
員
会
）

★
神
澤
敏
夫
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

★
阿
久
津
洋
　

（
卒
業
）

★
三
輪
洋
之
　

（
卒
業
）

★
佐
藤
　

敬
　

（
今
年
度
／
会
員
委
員
会
）

　

後
藤
寛
之
　

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

　

中
嶋
　

薫
　

（
今
年
度
／
広
報
委
員
会
）

　

立
見
公
一
　

（
今
年
度
／
会
員
委
員
会
）

　

山
口
拓
也
　

（
今
年
度
／
会
員
委
員
会
）

　

鷹
橋
英
治
　

（
今
年
度
／
会
員
委
員
会
）

　

池
津
崇
延
　

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

　

藤
咲
英
樹
　

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

　

小
池
常
雄
　

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

　

渡
辺
大
介
　

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

　

若
井
良
昭
　

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

　

長
島
　

毅
　

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

　

市
村
豊
嵩
　

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

　

門
倉
　

稔
　

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

★
永
井
鉄
平

平
成
22
年
度
経
営
委
員
会
メ
ン
バ
ー

経
済
人
の
資
質
を
高
め
る
た
め
に

★委員長　★副委員長　★理事　★担当副代表

☆
市
政
懇
談
会

　

前
橋
市
長
や
副
市
長
を
お
招
き
し
施

　

政
方
針
の
講
話
を
伺
い
、
ま
た
市
民

　

の
立
場
か
ら
の
提
言
や
質
疑
応
答
な

　

ど
を
通
じ
て
、
企
業
と
行
政
と
の
よ

　

り
良
き
連
携
を
築
き
ま
す
。
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青年部クリスマスパーティー

ファミリー親睦例会（うどん打ち体験）

新入会員研修会

青年部クリスマスパーティー

前橋まつり（大人みこし部会）

　

会
員
委
員
会
は
緑
水
会
の
「
入
り
口
」

で
す
。
新
入
会
員
は
ま
ず
こ
こ
に
属
し
、

緑
水
会
の
基
本
知
識
を
学
び
、
自
分
が

何
を
し
た
い
の
か
考
え
て
次
年
度
各
委

員
会
に
進
み
ま
す
。

　

ま
た
、
緑
水
会
内
の
親
睦
交
流
も
主

に
こ
の
委
員
会
が
担
当
し
ま
す
。
緑
水

会
活
動
の
成
功
は
全
会
員
の
絆
、
さ
ら

に
は
家
族
の
理
解
が
不
可
欠
で
す
。
そ

の
た
め
に
会
員
本
人
だ
け
で
は
な
く
家

族
同
士
も
楽
し
く
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

☆
新
入
会
員
研
修
会

　

会
議
所
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
や
各

委
員
会
の
活
動
内
容
を
学
び
ま
す
。

☆
フ
ァ
ミ
リ
ー
親
睦
事
業

　

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
や
、
そ
ば
・

　

う
ど
ん
打
ち
、
マ
ス
釣
り
大
会
な
ど
、

　

家
族
ぐ
る
み
で
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン

　

ト
で
す
。

☆
会
員
募
集

　

さ
ま
ざ
ま
な
方
面
に
勧
誘
活
動
を
行

　

い
、
私
た
ち
の
新
た
な
仲
間
を
募
集

　

し
ま
す
。

平
成
22
年
度
会
員
委
員
長宮

下
　

学

関
　

直
人

宮
下
　

学

会
員
委
員
会
は
緑
水
会
の
「
入
り
口
」

で
あ
り
、
新
入
会
員
が
参
加
し
や
す

い
委
員
会
を
目
標
に
1
年
間
活
動
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
1
年
を
振
り

返
る
と
、
多
く
の
ご
家
族
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
７
月
の
「
う
ど
ん
打

ち
体
験
」、
１２
月
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
例

会
」、
や
り
甲
斐
の
あ
っ
た
前
橋
ま
つ

り
「
大
人
み
こ
し
部
会
」
と
い
っ
た

事
業
が
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
委
員

会
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
、
そ
し

て
団
結
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
無
事
に

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
執
行
部
、
事
務
局
、
関
係
者
の

皆
様
か
ら
の
ご
協
力
ご
支
援
に
も
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
会
員
委
員
長関

　

直
人

会
員
さ
ら
に
は
家
族
同
士
の
親
睦
を

深
め
、
新
入
会
員
に
緑
水
会
の
魅
力

を
伝
え
ま
す
。

★
宮
下
　

学
　
　

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

★
大
島
昭
夫
　
　

（
卒
業
）

★
寺
澤
達
也
　
　

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

★
萩
原
　

勝
　
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

★
八
木
原
重
雄
　

（
今
年
度
／
総
務
委
員
会
）

★
天
田
洋
平
　
　

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

　

小
倉
秀
之
　
　

（
卒
業
）

　

深
澤
哲
生
　
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

　

柳
井
誠
一
　
　

（
今
年
度
／
会
員
委
員
会
）

　

中
島
伸
二
　
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

　

遠
藤
宗
司
　
　

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

　

渡
邊
辰
吾
　
　

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

　

高
橋
慎
二
　
　

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

　

韓
　

真
希
　
　

（
今
年
度
／
総
務
委
員
会
）

　

林
和
　

典
　
　

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

　

綿
引
真
之
介
　

（
今
年
度
／
総
務
委
員
会
）

　

藤
生
武
久
　
　

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

　

樋
口
拓
人
　
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

　

船
山
み
な
み
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

　

樋
口
朋
幸
　
　

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

　

堀
口
晃
一
　
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

　

岩
下
昭
成
　
　

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

　

福
井
優
一
　
　

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

　

春
山
和
久
　
　

（
今
年
度
／
総
務
委
員
会
）

　

田
中
加
奈
　
　

（
今
年
度
／
会
員
委
員
会
）

　

佐
藤
有
紀
　
　

（
今
年
度
／
会
員
委
員
会
）

　

斉
藤
美
絵
　
　

（
今
年
度
／
会
員
委
員
会
）

　

丸
橋
美
由
希
　

（
今
年
度
／
会
員
委
員
会
）

　

西
巻
佐
和
子
　

（
今
年
度
／
会
員
委
員
会
）

★
阿
部
知
章

平
成
22
年
度
会
員
委
員
会
メ
ン
バ
ー

メ
ン
バ
ー
の
絆
を
深
め
る
た
め
に

親
睦
交
流

★委員長　★副委員長　★理事　★担当副代表
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広
報
委
員
会
は
、
緑
水
会
の
「
声
」
の

役
割
を
担
当
し
ま
す
。
緑
水
会
が
実
施

す
る
事
業
に
関
し
て
、
担
当
委
員
会
と

密
に
連
携
し
、
事
前
告
知
、
写
真
撮

影
、
記
録
保
管
と
い
っ
た
作
業
を
担
い

ま
す
。

緑
水
会
内
部
の
情
報
共
有
は
も
と
よ

り
、
当
会
の
存
在
と
活
動
内
容
を
外
部

に
広
く
紹
介
し
、
よ
り
多
く
の
方
か
ら

当
会
へ
の
ご
理
解
ご
援
助
を
い
た
だ
く

為
、
様
々
な
媒
体
を
通
じ
て
効
果
的
な

Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

☆
広
報
誌

　

主
に
一
般
市
民
を
対
象
と
す
る
「
前

　

橋
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
」
と
、

　

主
に
緑
水
会
周
辺
を
対
象
と
す
る「
水

　

と
緑
」、
春
と
秋
に
発
行
す
る
こ
の
２

　

大
広
報
誌
を
主
軸
と
し
て
、
そ
の
他

　

事
業
内
容
に
応
じ
て
随
時
P
R
パ
ン

　

フ
を
製
作
・
配
布
し
ま
す
。

☆
活
動
P
R

　

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
商
工
ま
え
ば

　

し
へ
の
掲
載
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
へ
の

　

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
等
の
情
報
発
信
を

　

実
施
し
ま
す
。

☆
記
録
保
管

　

活
動
風
景
を
写
真
や
動
画
で
記
録
し
、

　

そ
の
デ
ー
タ
を
整
理
し
て
保
管
し
ま

　

す
。

平
成
22
年
度
広
報
委
員
長福

田 

聡
樹

福
田 

聡
樹

長
坂 

雅
紀

広
報
委
員
会
が
設
立
さ
れ
て
３
年
、

初
代
林
委
員
会
が
ゼ
ロ
か
ら
立
上
げ
、

２
代
目
塩
谷
委
員
会
で
質
を
向
上
し
、

私
の
代
で
安
定
期
に
入
る
心
積
も
り

で
し
た
が
、
な
か
な
か
力
及
ば
ず
委

員
会
メ
ン
バ
ー
に
も
随
分
ご
苦
労
を

お
か
け
し
ま
し
た
。

広
報
に
は
「
途
中
経
過
が
見
え
に
く

い
」
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
本
誌

や
お
祭
り
ガ
イ
ド
の
よ
う
な
成
果
物

も
１０
年
２０
年
と
積
み
重
ね
は
じ
め
て

「
伝
統
の
証
」
と
成
り
得
ま
す
。

H
P
ニ
ュ
ー
ス
や
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

な
ど
の
P
R
活
動
も
毎
月
こ
な
し
て

き
ま
し
た
が
、
広
報
が
1
年
間
突
っ

走
る
こ
と
が
で
き
た
最
大
の
原
動
力

は
、「
ぜ
ひ
Ｐ
Ｒ
し
た
い
記
録
に
残
し

た
い
」
と
感
じ
る
活
動
を
各
委
員
会

が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

緑
水
会
の
歴
史
を
刻
み
、
さ
ら
に
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
役
割
を
担
え
た
こ
と

に
感
謝
し
ま
す
。
1
年
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

平
成
23
年
度
広
報
委
員
長長

坂 

雅
紀

緑
水
会
の
「
場
」…
「
目
的
」
と
「
意
義
」

を
大
切
に
記
録
保
管
し
緑
水
会
の
魅

力
を
広
く
内
外
部
に
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
広
報
委
員
長長

坂 

雅
紀

昨
年
度
の
広
報
委
員
長
と
し
て
自
己
採

点
し
て
み
ま
し
た
が
・
・
・
70
点
く
ら

い
で
し
ょ
う
か
？

広
報
委
員
会
が
設
立
さ
れ
て
３
年
、
初

代
の
林
委
員
会
が
ゼ
ロ
か
ら
立
上
げ
、

２
代
目
塩
谷
委
員
会
で
質
を
向
上
し
、

私
の
代
で
安
定
期
に
入
る
心
積
も
り
で

委
員
長
を
お
受
け
し
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
力
及
ば
ず
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
も

随
分
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

広
報
活
動
の
最
大
の
特
徴
と
し
て
「
途

情
報
発
信

寺
島 

崇
雄

井
上 

直
也

宇
野 

友
洋

木
暮 

一
裕

中
村 

丙
午

大
澤 

栄
一
郎

桑
山 

勇
一

富
澤 

吾
一

深
澤 

和
之

★
福
田
聡
樹
　
　

（
今
年
度
／
会
員
委
員
会
）

★
林
豊
　
　
　
　

（
今
年
度
／
広
報
委
員
会
）

★
高
橋
功
二
　
　

（
今
年
度
／
事
業
委
員
会
）

★
堀
三
男
　
　
　

（
卒
業
）

★
海
老
沼
孝
之   

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

　

重
田
好
文      

（
今
年
度
／
広
報
委
員
会
）

　

根
岸
雅
一      

（
今
年
度
／
総
務
委
員
会
）

　

安
孫
子
健      

（
今
年
度
／
広
報
委
員
会
）

　

岩
井
俊
次      

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

　

田
仲
恒
夫      

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

　

丸
橋
美
由
紀   

（
今
年
度
／
会
員
委
員
会
）

★
池
下
敦
洋

岸
部
　

 

平

池
田 

広
之

佐
川 

哲
一

井
上 

荘
志
郎

宮
下 

博
和

伊
藤 

貴
宏

曽
根 

利
光

塩
原
　

 

健

寺
沢
　

 

勇

鳥
越 

淳
司

平
成
22
年
度
広
報
委
員
会
メ
ン
バ
ー

活
動
を
記
録
し
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に

新井　義宗★
寺島　崇雄★
井上　直也★
宇野　友洋★
木暮　一裕★
中村　丙午★
大澤栄一郎★
桑山　勇一
富澤　吾一
深澤　和之
岸部　　平
池田　広之
佐川　哲一
井上荘志郎
宮下　博和
伊藤　貴宏
曽根　利光
塩原　　健
寺沢　　勇
鳥越　淳司

★委員長　★副委員長　★理事　★担当副代表
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新春例会

4月例会

第 67回定時総会

役員会

緑水会神輿

緑
水
会
事
業
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
、

議
決
機
関
で
あ
る
年
間
２
回
行
わ
れ
る

定
時
総
会
や
毎
月
の
役
員
会
を
主
管
し

ま
す
。
ま
た
、
会
全
体
並
び
に
各
委
員

会
活
動
の
「
目
的
」
と
「
手
段
」
を
し
っ

か
り
と
見
極
め
な
が
ら
、
各
事
業
の
概

要
・
予
算
が
正
確
で
あ
る
か
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
緑
水
会
の
歴
史
を

し
っ
か
り
と
認
識
し
、「
青
年
部
の
中
長

期
的
課
題
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
場
を

設
け
て
い
ま
す
。

☆
緑
水
会
神
輿

　

先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
歴
史
あ
る
緑

　

水
会
神
輿
の
意
義
を
理
解
し
、
毎
年

　

開
催
さ
れ
る
前
橋
ま
つ
り
に
参
加
す

　

る
こ
と
で
、
前
橋
市
の
街
づ
く
り
に

　

参
画
す
る
と
共
に
、
特
別
会
員
で
あ

　

る
先
輩
並
び
に
現
役
会
員
と
の
親
睦

　

を
図
り
ま
す
。

☆
予
算
管
理

　

年
間
２
回
の
定
時
総
会（
予
算
・
決
算
）

　

並
び
に
毎
月
開
催
さ
れ
る
役
員
会
が

　

円
滑
に
進
む
よ
う
、
情
報
処
理
を
行

　

い
ま
す
。

☆
Y
E
G
関
連

　

県
内
外
の
Y
E
G
と
の
連
携
を
図
り
、

　

全
国
会
長
研
修
会
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

　

大
会
へ
の
参
加
を
主
管
し
ま
す
。

☆
中
長
期
戦
略

　

緑
水
会
の
歴
史
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

　

会
の
目
的
が
ぶ
れ
な
い
様
に
周
年
事

　

業
な
ど
に
向
け
て
、
規
約
、
規
定
に

　

関
し
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

平
成
22
・
23
年
度
総
務
委
員
長

高
野 

和
之

高
野 

和
之

自
分
自
身
こ
の
１
年
間
を
「
バ
ラ
ン

ス
感
覚
を
保
ち
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
、
会
員
親
睦

を
図
る
」
と
い
う
目
標
の
も
と
総
務

委
員
長
の
大
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
無
事
に
責
任
を
全
う

で
き
た
こ
と
は
一
重
に
委
員
会
メ
ン

バ
ー
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
か
ら
こ

そ
だ
と
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
来

年
度
も
引
き
続
き
、
大
役
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
の
で
、
よ
り
一
層
の
責

任
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
社
経
営
並
び
に
緑
水
会
活
動
を
す

る
に
あ
た
り
、
経
営
者
に
と
っ
て
決

し
て
優
し
く
な
い
時
代
が
続
い
て
い

ま
す
。
当
会
は
本
業
が
優
先
の
会
だ

と
は
い
え
、
少
な
か
ら
ず
時
間
を
と

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
様
々
な
人
と
出
会
い
、
見
識
を
深
め
、

利
害
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
で
一
生
懸

命
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
経
営

者
と
し
て
必
ず
得
る
も
の
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
今
は
気
づ
か
な
く
と
も
、

精
一
杯
や
っ
た
こ
と
は
、
時
間
が
た
っ

て
必
ず
自
分
の
糧
に
な
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。

「
物
事
を
中
途
半
端
に
無
難
に
こ
な
す

よ
り
、
一
生
懸
命
、
積
極
的
に
や
っ

た
と
き
の
方
が
、
自
分
自
身
に
納
得

が
い
く
！
」。
こ
の
ぐ
ら
い
の
気
持
ち

で
今
年
度
１
年
間
頑
張
っ
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
総
務
委
員
長高

野 

和
之

「
物
事
を
中
途
半
端
に
無
難
に
こ
な

す
よ
り
、
一
生
懸
命
、
積
極
的
に

や
っ
た
と
き
の
方
が
、
自
分
自
身
に

納
得
が
い
く
！
」
。
こ
の
ぐ
ら
い
の

気
持
ち
で
今
年
度
１
年
間
頑
張
っ
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

★
高
野
和
之
　
　

（
今
年
度
／
総
務
委
員
会
・
副
代
表
）

★
森
本
克
哉
　
　

（
今
年
度
／
監
事
）

★
倉
林
　

健
　
　

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

★
野
村
雅
弘
　
　

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

★
久
保
田
雅
幸
　

（
今
年
度
／
広
報
委
員
会
）

★
植
木
威
行
　
　

（
今
年
度
／
総
務
委
員
会
）

　

星
野
大
輔
　
　

（
今
年
度
／
経
営
委
員
会
）

　

木
村
道
俊
　
　

（
今
年
度
／
広
報
委
員
会
）

　

本
多
秀
彰
　
　

（
今
年
度
／
会
員
委
員
会
）

　

岡
村
好
樹
　
　

（
今
年
度
／
総
務
委
員
会
）

　

久
保
　

誠
　
　

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

　

今
井
宏
紀
　
　

（
今
年
度
／
地
域
委
員
会
）

★
阿
部
知
章

平
成
22
年
度
総
務
委
員
会
メ
ン
バ
ー

緑
水
会
が
さ
ら
に
前
進
す
る
た
め
に

会
務
運
営

★委員長　★副委員長　★理事　★担当副代表
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第
19
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト
1
次
審
査

新
年
度
4
月
例
会

第
19
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト
最
終
審
査

マ
チ
ダ
平
和
資
料
館
見
学
会

赤
城
南
面
千
本
桜
ま
つ
り

大
胡
ぐ
り
ー
ん
ふ
ら
わ
ー
牧
場
桜
ま
つ
り

第
11
回
前
橋
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

春
の
ば
ら
園
ま
つ
り

赤
城
山
つ
つ
じ
ま
つ
り

荻
窪
公
園
ア
ジ
サ
イ
ま
つ
り

田
口
町
ほ
た
る
祭
り

前
橋
七
夕
ま
つ
り

大
胡
祇
園
ま
つ
り

粕
川
ま
つ
り

第
22
回
赤
城
山
夏
祭
り・ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

前
橋
花
火
大
会

ホ
リ
デ
ー
イ
ン
前
橋

赤
城
大
沼
白
樺
マ
ラ
ソ
ン

前
橋
花
火
大
会

前
橋
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
0

前
橋
け
や
き
並
木
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
0

赤
城
大
沼
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
解
禁

風
の
ま
ち
音
楽
祭

赤
城
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

第
62
回
前
橋
ま
つ
り

グ
ッ
ド
ぐ
ん
ま

マ
ン
ド
リ
ン
の
ま
ち
前
橋
・
朔
太
郎
音
楽
祭

ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

赤
城
山
麓
い
こ
い
の
里
ま
つ
り

ア
マ
チ
ュ
ア
ち
ん
ど
ん
競
演
会in

前
橋

第
22
回
前
橋
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

一
日
ワ
ー
ゲ
ン
博
物
館

第
53
回
全
国
日
本
実
業
団
駅
伝
ニュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
開
催

前
橋
初
市
ま
つ
り

前
橋
空
襲
と
都
市
復
興（
臨
江
閣
）

ニュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
2
0
1
1
i
n
ぐ
ん
ま

第
２１
回
赤
城
山
雪
ま
つ
り

第
５０
回
全
群
馬
近
代
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル

ま
え
ば
し
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
ふ
れ
あ
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ「
桜
咲
く
朔
太
郎
の
散
歩
道
」

前
橋
中
心
商
店
街
　

ツ
ナ
ガ
リ
ズ
ム
祭
り

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
例
会

経
営
勉
強
会 
座
禅
会

会
場
：
曹
洞
宗
　

高
岑
院

第
2
回「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」試
食
会

会
場
：
日
典
ラ
サ
赤
城
野

７
月
例
会
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
親
睦
例
会

う
ど
ん
打
ち
体
験
教
室

田
植
え
体
験

第
67
回
定
時
総
会

第
55
回
前
橋
花
火
大
会

第
3
回「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」試
食
会

会
場
：
日
典
ラ
サ
前
橋

行
政
と
の
懇
談
例
会

テ
ー
マ「
市
民
力
・
地
域
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

講
師
：
前
橋
市
長 

高
木
政
夫 

氏

９
月
例
会
　

林
家
た
い
平
独
演
会

テ
ー
マ「
笑
顔
の
も
と
に
、笑
顔
が
集
ま
る
」

講
師
：
林
屋
た
い
平 

氏

海
外
視
察
研
修
会 

台
湾（ 

11
日
〜 

13
日 

）

厚
木
B
ー

1
グ
ラ
ン
プ
リ
視
察

第
62
回
前
橋
ま
つ
り（ 

9
日
〜 

10
日 

）

稲
刈
り
体
験

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
太
田
大
会

行
田
市
B
級
グ
ル
メ
大
会「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」出
店

新
入
会
員
研
修
会

第
3
回
緑
水
会
＆

群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス
少
年
野
球
教
室
開
催

卒
業
生
送
別
記
念
事
業 

京
都
・
名
古
屋（ 

20
日
〜 

22
日 

）

第
4
回「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」試
食
会

会
場
：
ア
モ
ー
ト
若
宮

合
同
親
睦
会

お
お
た
食
と
光
の
祭
典「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」出
店

青
年
部
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

新
春
例
会

も
ち
米
試
食
会

前
橋
発
B
級
グ
ル
メ「
う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯 

」

セ
ー
ブ
オ
ン
よ
り
お
弁
当
販
売
開
始（
2
月
21
日
ま
で
の
期
間
限
定
）

２
月
例
会
：
群
馬
県
青
連
特
別
講
演
会

テ
ー
マ「
言
葉
の
拳
で
打
て
〜
　

巨
人
の
叱
る
技
術
」

講
師
：
株
式
会
社
読
売
巨
人
軍 

球
団
代
表 

清
武
英
利 

氏

第
19
回
上
州
空
っ
風
凧
揚
げ
大
会
in
前
橋

＆ 

ご
当
地
グ
ル
メ
大
集
合

第
30
回
全
国
大
会
み
や
ぎ
・
仙
台
大
会（ 

18
日
〜 

19
日 

）

第
66
回
定
時
総
会

4
日

5
日

18
日

22
日

17
日

2
日

19
日

16
日

13
日

24
日

14
日

29
日

30
日

6
日

11
日

19
日

9
日

11
日

17
日

22
日

14
日

20
日

4
日

6
日

11
日

19
日

7
日

18
日

25
日

4
日

5
日

18
日

24
日

道
の
駅
・
赤
城
の
恵
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」出
店

27
日

4月

5月

6月

7月

国土交通省が高速道路の新料金を発表
ポーランド大統領機が墜落　大統領夫妻らが死亡
アイスランドで火山が噴火　世界の空が混乱

中国で上海万博が開幕
宮崎県で家畜の伝染病・口蹄疫が拡大
携帯情報端末「i-Pad」が日本でも発売

鳩山首相が辞意を表明　小沢幹事長も辞任へ管新内閣が発足
サッカーワールドカップ　日本代表が2大会ぶりの決勝トーナメントへ

参議院選挙　与党・民主党が大敗　再びねじれ国会へ
ＦＩＦＡワールドカップ　スペインが初優勝
金賢妃元死刑囚が来日　拉致被害者の家族と面会

8月

9月

10月

11月

広島・原爆の日　平和記念式典にアメリカの代表が初めて出席
臓器移植法改正後初の移植手術、全国5箇所で始まる
チリ鉱山事故　生埋めの33人の生存が確認される

沖縄・尖閣諸島沖で中国漁船と海上保安庁の巡視船が衝突
民主党代表選挙　菅首相が再選
元俳優・押尾学被告に保護責任者遺棄罪で2年6ヶ月の実刑判決
北朝鮮・金正日総書記の三男・ジョンウン氏が軍の大将に任命

ノーベル化学賞に北海道大学の鈴木章名誉教授と米・パデュー大学の根岸英一特別教授
チリ落盤事故　閉じ込められた作業員33人全員を救出
事業仕分け第3弾が開始　特別会計にメス

尖閣諸島沖の中国漁船衝突事件　衝突映像がネットに流出
アジア太平洋経済協議会議（ＡＰＥＣ）が横浜で開幕
北朝鮮軍、韓国の延坪島に砲

12月

1月

2月

3月

2010年

2011年

東北新幹線「東京～新青森間」で全線開通
市川海老蔵さん傷害事件で26歳男性を逮捕
取手市の路線バスで無差別殺傷事件

箱根大学駅伝　早稲田大学が18年ぶり総合優勝
霧島連山・新燃岳が52年ぶりの噴火
サッカーアジアカップ　日本史上最多4度目の優勝

新日鉄と住友金属が合併で合意
八百長メールで大相撲春場所が中止
ニュージーランドのクライストチャーチでＭ6.3の地震発生
上野動物園に中国からジャイアントパンダが来園

京都大学入試でYahoo!知恵袋を利用してカンニングを行った予備校生が逮捕
前原外務大臣が外国人からの政治献金を受けた責任をとり辞任
中東・北アフリカ諸国で民主化運動が激化
東北地方太平洋沖地震が三陸沖で発生しマグニチュード9.0を観測し岩手県、宮城県、福島県、
茨城県に甚大な被害をあたえた。

■TV…ＦＩＦＡワールドカップサッカー、日本×パラグアイ、バンクーバーオリンピック、

　　　ＷＢＣ世界フライ級タイトルマッチ　亀田×ポンサレック、龍馬伝、ゲゲゲの女房、月の恋人～ＭｏｏｎＬｏｖｅｒｓ～

■書籍…＜芥川賞＞赤染晶子「乙女の密告」、朝吹真理子「きことわ」、西村賢太「苦役列車」 

　　　　＜直木賞＞中島京子「小さいおうち」、木内昇「漂砂のうたう」、道尾秀介「月と蟹」

　　　　＜2010 年年間ベストセラー＞岩崎夏海「もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの『マネジメント』を読んだら」

■ビジネス書籍…「伝える力『話す』『書く』『聞く』能力が仕事を変える！」池上彰 著　ＰＨＰ研究所

　　　　　　　 「マネジメント 基本と原則【エッセンシャル版】」Ｐ．Ｆ．ドラッカー 著　上田惇生 訳　ダイヤモンド社

■言葉…ｉ-Ｐａｄ、（クロス）カップリング、無縁社会、３Ｄ、ＡＫＢ４８、Ｋ-ＰＯＰ、～なう、いい質問ですね！、名ばかり高齢者、イクメン

■日経平均株価…10,592 円（2/7 終値）

■円相場（ドル）…82.32 円～ 82.34 円（2/7）

H I S T O R Y  2 0 1 0 - 2 0 1 1

年 表：2 2 年 度 活 動

前橋市の主な行事

t o p i c s

地域チャリティゴルフ例会第67回定時総会9月例会　林家たい平独演会第62回前橋まつり第19回上州空っ風凧揚げ大会in前橋ご当地グルメ大集合

緑水会の主な行事
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第
19
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト
1
次
審
査

新
年
度
4
月
例
会

第
19
回
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト
最
終
審
査

マ
チ
ダ
平
和
資
料
館
見
学
会

赤
城
南
面
千
本
桜
ま
つ
り

大
胡
ぐ
り
ー
ん
ふ
ら
わ
ー
牧
場
桜
ま
つ
り

第
11
回
前
橋
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

春
の
ば
ら
園
ま
つ
り

赤
城
山
つ
つ
じ
ま
つ
り

荻
窪
公
園
ア
ジ
サ
イ
ま
つ
り

田
口
町
ほ
た
る
祭
り

前
橋
七
夕
ま
つ
り

大
胡
祇
園
ま
つ
り

粕
川
ま
つ
り

第
22
回
赤
城
山
夏
祭
り・ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

前
橋
花
火
大
会

ホ
リ
デ
ー
イ
ン
前
橋

赤
城
大
沼
白
樺
マ
ラ
ソ
ン

前
橋
花
火
大
会

前
橋
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
0

前
橋
け
や
き
並
木
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
0

赤
城
大
沼
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
解
禁

風
の
ま
ち
音
楽
祭

赤
城
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

第
62
回
前
橋
ま
つ
り

グ
ッ
ド
ぐ
ん
ま

マ
ン
ド
リ
ン
の
ま
ち
前
橋
・
朔
太
郎
音
楽
祭

ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

赤
城
山
麓
い
こ
い
の
里
ま
つ
り

ア
マ
チ
ュ
ア
ち
ん
ど
ん
競
演
会in

前
橋

第
22
回
前
橋
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

一
日
ワ
ー
ゲ
ン
博
物
館

第
53
回
全
国
日
本
実
業
団
駅
伝
ニュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
開
催

前
橋
初
市
ま
つ
り

前
橋
空
襲
と
都
市
復
興（
臨
江
閣
）

ニュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
2
0
1
1
i
n
ぐ
ん
ま

第
２１
回
赤
城
山
雪
ま
つ
り

第
５０
回
全
群
馬
近
代
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル

ま
え
ば
し
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
ふ
れ
あ
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ「
桜
咲
く
朔
太
郎
の
散
歩
道
」

前
橋
中
心
商
店
街
　

ツ
ナ
ガ
リ
ズ
ム
祭
り

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
例
会

経
営
勉
強
会 

座
禅
会

会
場
：
曹
洞
宗
　

高
岑
院

第
2
回「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」試
食
会

会
場
：
日
典
ラ
サ
赤
城
野

７
月
例
会
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
親
睦
例
会

う
ど
ん
打
ち
体
験
教
室

田
植
え
体
験

第
67
回
定
時
総
会

第
55
回
前
橋
花
火
大
会

第
3
回「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」試
食
会

会
場
：
日
典
ラ
サ
前
橋

行
政
と
の
懇
談
例
会

テ
ー
マ「
市
民
力
・
地
域
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

講
師
：
前
橋
市
長 

高
木
政
夫 

氏

９
月
例
会
　

林
家
た
い
平
独
演
会

テ
ー
マ「
笑
顔
の
も
と
に
、笑
顔
が
集
ま
る
」

講
師
：
林
屋
た
い
平 

氏

海
外
視
察
研
修
会 

台
湾（ 

11
日
〜 

13
日 

）

厚
木
B
ー

1
グ
ラ
ン
プ
リ
視
察

第
62
回
前
橋
ま
つ
り（ 

9
日
〜 

10
日 

）

稲
刈
り
体
験

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
太
田
大
会

行
田
市
B
級
グ
ル
メ
大
会「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」出
店

新
入
会
員
研
修
会

第
3
回
緑
水
会
＆

群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス
少
年
野
球
教
室
開
催

卒
業
生
送
別
記
念
事
業 

京
都
・
名
古
屋（ 

20
日
〜 

22
日 

）

第
4
回「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」試
食
会

会
場
：
ア
モ
ー
ト
若
宮

合
同
親
睦
会

お
お
た
食
と
光
の
祭
典「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」出
店

青
年
部
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

新
春
例
会

も
ち
米
試
食
会

前
橋
発
B
級
グ
ル
メ「
う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯 

」

セ
ー
ブ
オ
ン
よ
り
お
弁
当
販
売
開
始（
2
月
21
日
ま
で
の
期
間
限
定
）

２
月
例
会
：
群
馬
県
青
連
特
別
講
演
会

テ
ー
マ「
言
葉
の
拳
で
打
て
〜
　

巨
人
の
叱
る
技
術
」

講
師
：
株
式
会
社
読
売
巨
人
軍 

球
団
代
表 

清
武
英
利 

氏

第
19
回
上
州
空
っ
風
凧
揚
げ
大
会
in
前
橋

＆ 

ご
当
地
グ
ル
メ
大
集
合

第
30
回
全
国
大
会
み
や
ぎ
・
仙
台
大
会（ 

18
日
〜 

19
日 

）

第
66
回
定
時
総
会

4
日

5
日

18
日

22
日

17
日

2
日

19
日

16
日

13
日

24
日

14
日

29
日

30
日

6
日

11
日

19
日

9
日

11
日

17
日

22
日

14
日

20
日

4
日

6
日

11
日

19
日

7
日

18
日

25
日

4
日

5
日

18
日

24
日

道
の
駅
・
赤
城
の
恵
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

「
前
橋 

う
Ｔ
Ｏ
Ｎ
飯
」出
店

27
日

4月

5月

6月

7月

国土交通省が高速道路の新料金を発表
ポーランド大統領機が墜落　大統領夫妻らが死亡
アイスランドで火山が噴火　世界の空が混乱

中国で上海万博が開幕
宮崎県で家畜の伝染病・口蹄疫が拡大
携帯情報端末「i-Pad」が日本でも発売

鳩山首相が辞意を表明　小沢幹事長も辞任へ管新内閣が発足
サッカーワールドカップ　日本代表が2大会ぶりの決勝トーナメントへ

参議院選挙　与党・民主党が大敗　再びねじれ国会へ
ＦＩＦＡワールドカップ　スペインが初優勝
金賢妃元死刑囚が来日　拉致被害者の家族と面会

8月

9月

10月

11月

広島・原爆の日　平和記念式典にアメリカの代表が初めて出席
臓器移植法改正後初の移植手術、全国5箇所で始まる
チリ鉱山事故　生埋めの33人の生存が確認される

沖縄・尖閣諸島沖で中国漁船と海上保安庁の巡視船が衝突
民主党代表選挙　菅首相が再選
元俳優・押尾学被告に保護責任者遺棄罪で2年6ヶ月の実刑判決
北朝鮮・金正日総書記の三男・ジョンウン氏が軍の大将に任命

ノーベル化学賞に北海道大学の鈴木章名誉教授と米・パデュー大学の根岸英一特別教授
チリ落盤事故　閉じ込められた作業員33人全員を救出
事業仕分け第3弾が開始　特別会計にメス

尖閣諸島沖の中国漁船衝突事件　衝突映像がネットに流出
アジア太平洋経済協議会議（ＡＰＥＣ）が横浜で開幕
北朝鮮軍、韓国の延坪島に砲

12月

1月

2月

3月

2010年

2011年

東北新幹線「東京～新青森間」で全線開通
市川海老蔵さん傷害事件で26歳男性を逮捕
取手市の路線バスで無差別殺傷事件

箱根大学駅伝　早稲田大学が18年ぶり総合優勝
霧島連山・新燃岳が52年ぶりの噴火
サッカーアジアカップ　日本史上最多4度目の優勝

新日鉄と住友金属が合併で合意
八百長メールで大相撲春場所が中止
ニュージーランドのクライストチャーチでＭ6.3の地震発生
上野動物園に中国からジャイアントパンダが来園

京都大学入試でYahoo!知恵袋を利用してカンニングを行った予備校生が逮捕
前原外務大臣が外国人からの政治献金を受けた責任をとり辞任
中東・北アフリカ諸国で民主化運動が激化
東北地方太平洋沖地震が三陸沖で発生しマグニチュード9.0を観測し岩手県、宮城県、福島県、
茨城県に甚大な被害をあたえた。

■TV…ＦＩＦＡワールドカップサッカー、日本×パラグアイ、バンクーバーオリンピック、

　　　ＷＢＣ世界フライ級タイトルマッチ　亀田×ポンサレック、龍馬伝、ゲゲゲの女房、月の恋人～ＭｏｏｎＬｏｖｅｒｓ～

■書籍…＜芥川賞＞赤染晶子「乙女の密告」、朝吹真理子「きことわ」、西村賢太「苦役列車」 

　　　　＜直木賞＞中島京子「小さいおうち」、木内昇「漂砂のうたう」、道尾秀介「月と蟹」

　　　　＜2010 年年間ベストセラー＞岩崎夏海「もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの『マネジメント』を読んだら」

■ビジネス書籍…「伝える力『話す』『書く』『聞く』能力が仕事を変える！」池上彰 著　ＰＨＰ研究所

　　　　　　　 「マネジメント 基本と原則【エッセンシャル版】」Ｐ．Ｆ．ドラッカー 著　上田惇生 訳　ダイヤモンド社

■言葉…ｉ-Ｐａｄ、（クロス）カップリング、無縁社会、３Ｄ、ＡＫＢ４８、Ｋ-ＰＯＰ、～なう、いい質問ですね！、名ばかり高齢者、イクメン

■日経平均株価…10,592 円（2/7 終値）

■円相場（ドル）…82.32 円～ 82.34 円（2/7）

H I S T O R Y  2 0 1 0 - 2 0 1 1

年 表：2 2 年 度 活 動

前橋市の主な行事

t o p i c s

地域チャリティゴルフ例会第67回定時総会9月例会　林家たい平独演会第62回前橋まつり第19回上州空っ風凧揚げ大会in前橋ご当地グルメ大集合

緑水会の主な行事



直前代表幹事 前田　修

監事 稲村　啓
森本　克哉

広報委員会

平形　敦史★
中津山俊輔★
亀井　太一★
高橋　功二★
中村　丙午★
神澤　敏夫★
萩原　　勝★
深澤　哲生
佐川　哲一
川本　憲和
伊藤　貴宏
堀口　晃一
寺沢　　勇
羽生田泰文
中島　伸二
樋口　拓人
市川　麻紀
髙木　訓之
船山みなみ

■S41年度生
　井坂　孝次　稲村　　啓
　海老沼孝之　重田　好文
　中村　丙午　根岸　雅一
　星野　洋一　八木原重雄
■S42年度生
　新井　義宗　大澤栄一郎
　桑山　勇一　富澤　吾一
　深澤　和之　深澤　哲生
　森本　克哉

■S43年度生
　岸部　　平　長坂　雅紀
　中津山俊輔　林　　　豊
　福田　聡樹　星野　大輔
　吉田　将輝
■S44年度生
　安孫子　健　阿部　知章
　池田　広之　井上荘志郎
　大渕　尚親　木村　道俊
　佐川　哲一　佐藤　　敬
　塚越　正浩　寺澤　達也
　春山　和久　樋口　朋幸
　亦野　高裕

■S45年度生
　植木　威行　川本　憲和
　久保田雅幸　後藤　寛之
　寺島　崇雄　永井　鉄平
　町田　憲昭　宮下　博和
■S46年度生
　伊藤　貴宏　井上　直也
　岩井　俊次　関　　隆行
　曽根　利光　堀口　晃一
　本多　秀彰　宮下　　学
■S47年度生
　岡村　好樹　神澤　敏夫
　倉林　　健　塩原　　健
　高野　和之　田仲　恒夫
　寺沢　　勇　中島　　薫

■S48年度生
　五十嵐勝治　亀井　太一
　久保　　誠　関　　直人
　立見　公一　鳥越　淳司
　野村　雅弘　山口　拓也
■S49年度生
　熊木　　宏　鷹橋　英治
　萩原　　勝　羽生田泰文
　平形　敦史　柳井　誠一
■S50年度生
　池津　崇延　遠藤　宗司
　中島　伸二　藤咲　英樹
　牧口　幸弘　町田　晶也

■S51年度生
　天田　洋平　宇野　友洋
　高橋　功二　渡邊　辰吾
■S52年度生
　小林　祐介　斉藤　美絵
　須川　和紀　高橋　慎二
　田中　加奈　西巻佐和子
　韓　　真希　丸橋美由希
■S53年度生
　岸　久美子　佐藤　有紀
　林　　和典　綿引真之介
■S54年度生
　小池　常雄　田子　宏美
■S55年度生
　樋口　拓人　藤生　武久
　渡辺　大介

■S56年度生
　長島　　毅　若井　良昭
■S57年度生
　市川　麻紀　今井　宏紀
■S58年度生
　市村　豊嵩　門倉　　稔
■S59年度生
　高木　則之
■S61年度生
　黛　　若葉　福井　優一
　船山みなみ

会員数111名：平成23年4月1日現在

事業委員会 地域委員会

★委員長

★副委員長

★理　事
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倉林　　健★
野村　雅弘★
久保　　誠★
天田　洋平★
井坂　孝次★
海老沼孝之★
寺澤　達也★
桑山　勇一
深澤　和之
井上荘志郎
宮下　博和
岩井　俊次
曽根　利光
塩原　　健
池津　崇延
林　　和典
若井　良昭
長島　　毅
今井　宏紀
市村　豊嵩

経営委員会 会員委員会

宮下　　学★
大澤栄一郎★
星野　大輔★
井上　直也★
吉田　将輝★
遠藤　宗司★
渡邊　辰吾★
樋口　朋幸
後藤　寛之
田仲　恒夫
鳥越　淳司
牧口　幸弘
藤咲　英樹
高橋　慎二
小池　常雄
藤生　武久
渡辺　大介
門倉　　稔
福井　優一

関　　直人★
塚越　正浩★
佐藤　　敬★
立見　公一★
福田　聡樹★
柳井　誠一★
亦野　高裕
大渕　尚親
関　　隆行
本多　秀彰
山口　拓也
熊木　　宏
鷹橋　英治
斉藤　美絵
須川　和紀
田中　加奈
西巻佐和子
丸橋美由希
佐藤　有紀
岸　久美子
黛　　若葉　　

長坂　雅紀★
寺島　崇雄★
田子　宏美★
林　　　豊★
久保田雅幸★
重田　好文
富澤　吾一
岸部　　平
安孫子　健
木村　道俊
中嶋　　薫
五十嵐勝治
町田　晶也

総務委員会

高野　和之★
八木原重雄★
宇野　友洋★
小林　祐介★
新井　義宗★
植木　威行★
根岸　雅一
星野　洋一
池田　広之
春山　和久
岡村　好樹
韓　　真希
綿引真之介

副代表幹事 阿部 知章★　永井 鉄平★　高野　和之★

代表幹事 町田 憲昭★事務局

役員会

総　会代表幹事
直前代表幹事
副代表幹事
監事（議決権無） 
理事（正副代表幹事含む） 
役員合計

1名
1名
3名
2名

41名
44名
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Welcome New Members !
Welcome New Members !
Welcome New Members !
Welcome New Members !

新入会員紹介
平成22年度入会された会員を紹介します。

（平成23年2月役員会承認まで）

韓　真希
㈲アクアポット

高橋　慎二
群馬地盤調査研究所

林　和典
Ristorante di caffe in natura Vivace

藤生　武久
㈱一条工務店群馬

深澤　哲生
大橋サイン

中島　伸二
中島工業

船山　みなみ
ケービックス㈱

樋口　朋幸
ソネット㈱

堀口　晃一
㈱INFINITY

福井　優一
㈱経営戦略会議

春山　和久
㈱春山鉄筋

佐藤　有紀
金信食品㈱

斉藤　美絵
斉藤クリエート食品㈱

丸橋　美由希
朝日印刷工業㈱

西巻　佐和子
西巻会計事務所

田中　加奈
美容室アリュール
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阿久津　洋 / 利根電気工業(株) 平成15年5月6日入会
　今思うとアッと言う間の８年間だったなぁと思います。在籍中は、めんどくせぇなぁーと思うことも多 あ々りましたが、今思うと普段にはない貴重な経験だったと思います。
緑水会の最大の魅力は、この年齢で仕事関係以外、利害関係なくフラットに付き合える仲間が出来るところだと私は思います。仕事で辛い思いをした時も、緑水活動で
何度なく救われ、また役員会では会議の手法、議事進行方法など大変勉強になり、貴重な経験をさせて頂きました。また、現役メンバーの皆様には、年会費６万円を有効
に利用して下さい。現在の経済情勢下で、企業もいろいろなコスト削減を図る中、貴重な原資を投入し活動をさせて頂いてるわけですから目一杯楽しんで積極的に活動
し、得たものを自分自身の財産として、併せて各企業へ持ち帰って下さい。
最後になりますが、私が卒業しても、各委員会に年１回くらいは、是非大間々の道楽園を利用して下さいね。
８年間色 と々楽しませて頂き、お世話になり有り難うございました。

小倉　秀之 / (株)群馬アイエス
平成21年12月4日入会

４５歳で卒業を迎える緑水会。大人の考えを持ちつつも
常に活性化を図れるちょうどいいところなのだろう。しか
し、自分の番がやってくるとやはり寂しい。自分や自社の
利害に関係のない責任をちょっと背負う。難しくも、楽しく
もある。
１００人からの会だから話したくもない奴もいるんだろう
なぁ、と思ったが意外にそうでもない。
もちろん卒業してからも友達でいたい仲間も出来た。
私の緑水会活動を支えてくれた先輩方、現役メンバー、
事務局、ローズクィーン、そして会社の仲間たち、ありがと
う。　最後に、「わが緑水会は永久に不滅です」と言って
おこう。

ついに緑水会を卒業する時が来てしまった。まずはそん
な思いです。
経験してみないとわからないことがある。当たり前のこと
だけどいま強く感じていることです。
 
緑水会の活動は、みんながそれを経験することに意義が
ある。
活動をより良くすることは重要だが、最も重要なのは参
加し経験することだと思う。
自由な発想で、楽しんでもらいたいと思う。そして何かを
得てほしい。
 

４５歳で卒業を迎える緑水会。大人の考えを持ちつつも
常に活性化を図れるちょうどいいところなのだろう。しか
し、自分の番がやってくるとやはり寂しい。自分や自社の
利害に関係のない責任をちょっと背負う。難しくも、楽しく
もある。
１００人からの会だから話したくもない奴もいるんだろう
なぁ、と思ったが意外にそうでもない。
もちろん卒業してからも友達でいたい仲間も出来た。
私の緑水会活動を支えてくれた先輩方、現役メンバー、
事務局、ローズクィーン、そして会社の仲間たち、ありがと
う。　最後に、「わが緑水会は永久に不滅です」と言って
おこう。

田村　幸雄 / (有)大地メディカル
平成12年12月4日入会

大島　昭夫 / 富士ロイヤルオフィス
　楽しかった日々は走馬灯のように過ぎ、ついに卒業を迎えました。もし緑水会に入らなかったら、きっと暗い部屋の中で涙を肴に酒を独り飲み続けていたでしょう。ゴクゴ
ク飲んでプルプル震えていたでしょう。でも緑水会で多くの素晴らしい仲間と出会い、事業委員長も経験し、さまざまな活動を経て、いつしか僕の心の中に花が・・・そう、花
が咲きましたよ。それは七色に輝くヒヤシンス。漢字で書くと風信子。花言葉は「スポーツ」。１２年間ありがとう。

角張　智之 / (株)ヤマニ熱工業
　ついに緑水会を卒業する時が来てしまった。まずはそんな思いです。経験してみないとわからないことがある。当たり前のことだけどいま強く感じていることです。
緑水会の活動は、みんながそれを経験することに意義がある。活動をより良くすることは重要だが、最も重要なのは参加し経験することだと思う。自由な発想で、楽しんでも
らいたいと思う。そして何かを得てほしい。
自由すぎた新入会員時代、緊張の委員長時代、そして卒業年度の幹事。今思えば短い期間だった。しかし、入会当時はずっと続くと思っていた。言い尽くせないほどの経
験をし、仲間をつくり、そして思い出を作ることができた。
そして、このことはこれからの自分にとって、大きな財産になると思う。お世話になった、緑水会会員の皆様、そして緑水会に関わる方々全員に感謝申し上げます。

木暮　一裕 / (株)群馬清風園

平成11年2月4日入会

平成8年4月4日入会

平成5年9月3日入会

　私が緑水会に入会したのは平成5年9月、当時の金井代表幹事より例会時にバッジを授与して頂いた時の事は、今でも脳裏に焼付いております。瞬く間に17年の歳
月が経ち、卒業を迎える事になりました。
特に印象に残っているのは、入会2年目の前橋祭り部会での“だんべえ踊り部会”副部会長に任命され、発足年度だった為、色々な試行錯誤をした記憶が切に残ってお
ります。今日のだんべえ踊りの盛り上がりがまるで夢のようです。
想い出話を語れば話尽きませんが、色々な職業の方 と々出会い、活動できたことは一生の財産だと言えるでしょう。最後になりますが、今後ともＯＢとしてＹＥＧの基本理
念である地域貢献活動を微力ですが、後方支援に邁進する気概でおります。長い間、大変ありがとうございました。

中田　和郎 / (有)ナカタ 平成9年6月3日入会
　平成9年に入会し前半は会社で工場に入りっきりだった為、委員会にも出られずに、2次会3次会からの参加も度 あ々りました。それでも諸先輩方には、大変暖かく接し
て頂き沢山のことを学ばせて頂きました。この会の良い所は会社の大小年齢に関係なく、お互いを認め例会等を通じて共に経験し成長が出来るところだと思います。後
半は年齢温情？も加味され理事入り、又、委員長も務めさせていただきました。寂しい気持ちでいっぱいですが活躍を楽しみにしています。緑水の皆さん、事務局の皆さ
ん、楽しい時間を本当に有難うございました。

堀　三男 / 堀建築 平成12年2月4日入会
　緑水会に入会したのは今から１０年前に成ります。
緑水会に入会して沢山の会員の皆さんと、知り合いに成り自分自身ひと回り、ふた回りも大きくなれたように思います。
委員長に成ったことで、より会員の皆さんと仲良くなり、迷惑もかけてしまったり、自分自身を磨けたように思います。
OBなっても愛変わらぬお付き合いが出来れば良いと思います。

町田　信明 / (株)ブレーンストーミング 平成17年6月3日入会
　４５歳で卒業を迎える緑水会。大人の考えを持ちつつも常に活性化を図れるちょうどいいところなのだろう。しかし、自分の番がやってくるとやはり寂しい。自分や自社の
利害に関係のない責任をちょっと背負う。難しくも、楽しくもある。
１００人からの会だから話したくもない奴もいるんだろうなぁ、と思ったが意外にそうでもない。もちろん卒業してからも友達でいたい仲間も出来た。
私の緑水会活動を支えてくれた先輩方、現役メンバー、事務局、ローズクィーン、そして会社の仲間たち、ありがとう。　最後に、「わが緑水会は永久に不滅です」と言って
おこう。

三輪　洋之 / (株)加藤会計センター 平成13年3月5日入会
　入会時、色 な々活動に積極的に参加したいと抱負を述べたと思うのですが、実際には不完全燃焼に終わってしまった気がします。ただ、最後の年に町田代表幹事より
お声掛けをいただき、理事をさせていただいたことは大変良い経験になりました。お世話になった会員の皆様や会議所の皆様に感謝申し上げます。ありがとうございまし
た。
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。

　

デ
ザ
イ
ン
は
前
号
よ
り
コ
テ
コ
テ
に

な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
ご
一
読

い
た
だ
け
れ
ば
緑
水
会
活
動
が
手
に
と

る
よ
う
に
分
か
る
内
容
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
会
員
募
集
の
一
役
に
た
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
平
成
22
年
度
の
広
報
委

員
会
と
し
て
肩
の
荷
が
下
り
ま
す
。

　

多
忙
な
中
、
原
稿
依
頼
を
快
く
引
き
受

け
て
頂
い
た
皆
さ
ま
、
編
集
を
支
え
て
い

た
だ
い
た
広
報
委
員
会
の
皆
さ
ま
、
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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髙平茉実
　４月から大学生となる私にとって今、自分が出来ることは何かあるのかと漠然
と、何かを探していました。そんな思いもあり、ローズクィーンのコンテストの募集を
知り、ぜひ挑戦したいと思いました。
　ローズクィーンになり、様々なイベントに参加させて頂き、たくさんの人と出会い、
普段ではできない貴重な体験をさせて頂きました。女の子でしたら誰でも夢見るバ
ラの香り漂う中での写真撮影、目の前で観賞した花火大会、初めて担いだお神
輿、緊張で張り詰めたラジオやテレビ出演等。そして一年が過ぎ、納得のできる立
ち振る舞いや受け答えが出来るようになったとは言えませんが、私の中でたくさん
の人に前橋の良さを伝えていきたいという思いが大きくなっている事に気づきまし
た。今までの体験を生かし、ローズクィーンとしていつまでも明るく気品のある女性
として日 を々送っていきたいと思っています。　
最年少で至らない私でしたが、前橋商工会議所青年部の方 を々はじめ関係各種
の皆様には、温かなご指導頂き感謝しております。今後の前橋市の益々の発展
を心より祈っております。最後にこのような機会をくださいました皆様、本当にあり
がとうございました。

髙平茉実

　このたびの東日本大震災にて被災された地域の皆様、関係者の皆様に、心よりお見舞い申し上げます。

去年の春、大学生として自分が出来ることは何かと考え、私の特技はとびきりの笑顔なので、町の活性化

のお手伝いになればと、ローズクィーンコンテストに応募しました。

女の子でしたら誰でも夢見るバラの香り漂う中での写真撮影、目の前で観賞した花火大会、初めて担いだ

お神輿、緊張で張り詰めたラジオやテレビ出演等。様々なイベントに参加させて頂き、たくさんの人と出会い、

普段ではできない貴重な体験をさせて頂きました。これからも、精一杯の元気と笑顔を多くの人達に届けて

いきたいと思います。

　人は一人ではなく助け合いながら様々な困難を乗り越え、人々の力で必ずや復興を果たし、また希望に満

ちた日が訪れることを心よりお祈り申し上げます。そしてローズクィーンとして応援し続けていきたいと思います。

松本亜希子

はじめに、この度の東北地方太平洋沖地震にて被災されました皆様に心よりお見舞い申し上げます。一日

も早い被災地の復興と、皆様に笑顔が戻る事をお祈りしております。

 今年度ローズクイーンをもう１年継続させて頂く事となり、大変恐縮しております。

 第１９代ローズクイーンとして過ごした昨年度の１年間では様々な活動をさせて頂き、新たに前橋市の魅力

を発見したり、多くの方に出会い元気と刺激を頂いたりと、とても貴重な経験を沢山させて頂きました。

新たに迎えた２３年度はこの経験を生かし、観光特使としてより良いお仕事、より実りある１年間にしたいと

思います。１人でも多くの方に前橋市へ興味を持って頂き足を運んで頂けるよう、前橋市が沢山の笑顔で

溢れるよう、皆様との新たな出会いを楽しみに務めさせて頂きたいと思っております。

本年度も何卒宜しくお願い申し上げます。

「 1 年 を 振り返 って 」R O S E Q U E E N



さまざまな人との出会いを通して人の輪を拡げ
地域イベントを通して前橋の活性化を目指そう

110人の若き
企業者ネットワークjoin

ryokusui

平成８年度会員委員長
西川定男先輩（６０）　
（株）西建　代表取締役社長

厳しい時代だからこそ人脈を
広げることが重要です。
緑水会で出会える仲間との絆
が大きな財産になります。

平成１１年度会員委員長
星野哲也先輩（５６）　
（株）ヤクルト本社 東日本支店長 兼
群馬ヤクルト販売（株） 代表取締役社長

人は一人では生きられません。
奉仕する「利他の心」が必要
です。　心を磨いてください。

新入会員募集

前橋商工会議所青年部緑水会とは、
さまざまな活動を通じて、異業種の
仲間たちとの人脈を広げ、お互いに
教え学び合い、青年経済人としての
資質を磨き、地元企業の繁栄と前橋
の発展を目指す公益団代です。

前橋商工会議所青年部広報誌

「水と緑」第52号　平成 23 年 4月 25日
発行：前橋商工会議所青年部緑水会　前橋市日吉町一丁目 8 番地の1
編集：H22 年度広報委員会　デザイン・印刷：フジプランニング
TEL. 027-234-5111   FAX. 027-234-8031   http://www.maebashi-yeg.com

緑水会の年間活動の中で最も大きな行事が10月の「前橋まつり」。参加者や観客の
皆さんに安全にかつ楽しんでもらえるよう、緑水会メンバーが各方面と連携して運
営・警備を行なっています。前橋市のホームページに緑水会が作製したお祭りガイド
が掲載されていますので是非ご一見ください。
http://www.city.maebashi.gunma.jp/ctg/Files/1/07400136/attach/H22ebentg
uide.pdf
祭りのフィナーレには我ら緑水会神輿も出陣、女性会員や会員のご家族も参加して
大トリを飾ります。お祭り好きの方、ぜひ緑水会で一緒に盛り上がりましょう！

情報交換の場

Photo: 前橋うTON 飯

　各委員会はもちろん、ウェブサイト（会員専
用）においても「熱き語らいの場」になってい
ます。メンバーによるさまざまな意見交換や
議論が活発に行われていて、疑問や質問な
どについても先輩たちが応えてくれます。あ
なたも緑水会メンバーとなり、情報交換の場
に参加してみませんか？

緑水会のメインイベント 前橋まつり

　緑水会の年間活動の中で最も大きな行事
が10月の「前橋まつり」。参加者や観客の皆
さんに安全にかつ楽しんでもらえるよう、緑
水会メンバーが各方面と連携して運営・警備
を行なっています。
　祭りのフィナーレに
は我ら緑水会神輿も出
陣し大トリを飾ります。
お祭り好きの方、ぜひ
緑水会で一緒に盛り上
がりましょう！

緑水会のメインイベント

前橋前橋

＜うＴＯＮ飯の道のり＞

・富士宮やきそば学会の渡辺孝秀先生を招いての勉強会。

富士宮やきそばのルーツなど町興しについてのノウハウを
学びました。
　また、渡辺先生の人柄にも惹かれ、どんどんＢ級グルメによる
　街づくりに興味を持ちだしました。
　↓

・市民参加型ワークショップ数回開催
　
　小学生から６０才代までの年齢層を集め、
　ブレーンストーミング方式にて意見を集約し
　レシピ、料理名を決定。
　このときに『うＴＯＮ飯』という名が決定しました。
　　↓

・緑水会、Ｇ２１Ｄだんべえ踊りチーム合同試作会
　
　おばちゃんを中心としたＧ２１ＤチームとのうＴＯＮ飯試作会
　さすが主婦パワー！いろんなアイディアを頂き、荒削りながら
も
　うＴＯＮ飯の原型が完成！
　　↓

・数回に及ぶ、緑水会メンバーによる試作会

　メンバーの職種は花屋、鳶、塗装屋、ＩＴ系、盆栽屋、建築屋・・・。
　飲食店のメンバーは２名のみ。多種多様の観点から試作を重ね
　うＴＯＮ飯のベースが完成。
　　↓

・上州空っ風凧揚げ大会内にて無料試食会

　緑水会が毎年開催している凧揚げ大会。この凧揚げ大会内の
　本部テント内にて、３５０食のうＴＯＮ飯試食会を開催。
　アンケートを実施し、大半の方が『うまい！』と言って頂けま
した。
　　↓

・某葬儀屋さんの感謝祭内にて無料試食会

　某葬儀屋さんから地元のＢ級グルメを出したいと出店要請があ
り、
　アンケートを実施してもよいという条件付で無料試食会を２回
開催。
　葬儀屋さんの感謝祭に来るお客様は年配の方が多く、見たこと
のない
　食物に興味を示さない方も・・・。
　しかし、２回目の試食会には１回目に来たお客様のうＴＯＮ飯
リピーターが！！
　　↓

・行田市Ｂ級グルメ大会出場！

　行田市役所の方から出店依頼を受け、喜んで出店決定！！
　某葬儀屋さんの試食会の時にテレビ東京様がアド街ック天国の
取材を受け、
　行田市Ｂ級グルメ大会前日に放映されました。
　このアド街効果が絶大！！

09. 5 .19 富士宮やきそば学会の渡辺孝秀先生を
招いての勉強会。

09.10.24
〜

09.12. 5

市民参加型ワークショップ数回開催
ブレーンストーミング方式を採用し
小学生から 60才代までの幅広い年
齢層が意見を出し合いレシピ、料理
名を決定。この時に『う TON飯』
という名が決定しました。

10. 2 .14 ふれあいフェスティバルB級グルメ試食会
当会主催の上州空っ風凧揚げ大会内
にて第 1回無料試食会を開催、また
アンケートを実施し、大半の方に
『美味しい』と評価を頂きました。
その後、第 2回、第 3回と無料試食会を開催。

10.10 .17 行田市Ｂ級グルメ大会出場！
行田市役所の方から出店依頼を受け、
正式デビューの場として大会に参加。
第 3回無料試食会の際にテレビ東京
「アド街ック天国」の取材を受け、行
田市Ｂ級グルメ大会前日に放映されま
した。この「アド街」内で大々的にク
ローズアップされ結果は 1,350 食完売
致しました。

試作品作り、試行錯誤のすえ、荒削りながらも「う TON飯」
の原型が完成！その後、数回にわたる、緑水会メンバーによる
試作会を行いました。

富士宮やきそばのルーツなど町興しに
ついてのノウハウを学びました。

10.12.11 「おおた食と光の祭典」出店
おおた食と光の祭典事業実行委員会より出店依頼を受け再度実
力試しの為参加、用意していた食数では足らず、食材を買い足
しての販売。

11. 1 .25 コンビニエンスストア「セーブオン」にて「うTON飯」弁当販売 !!
平成 23年 1月 25日（火）にセーブオン
とのコラボレーション企画として、「群馬・
埼玉・栃木・茨城・長野・千葉限定」の合
計 384店舗で約 1ヶ月間の期間限定販売を
いたしました。

11. 2 . 5 県内ご当地グルメ大集合 !!
当会主催の上州空っ風凧揚げ大会
と同時開催のイベントに出店。
初めての主催、そして地元での初
の大々的な販売でしたが見事完売。

協力店ご紹介ください
　今後の課題の一つとして
協力店の拡大があります。
「飲食業をされている方」
「知人が飲食店を経営して
いる」「行きつけの飲食店」
などなどご紹介ください。
ご連絡は前橋商工会議所青
年部 事務局までお願いいた
します。

前
橋
う
T
O
N
飯
の
歩
み

緑水ウェブ　http://www.maebashi-yeg.com

前橋うTON飯ブログ　http://ameblo.jp/uton-meshi

緑水会の会員数は約 110 名、さらに OB は 200 名を超え、
地元の商工業のあらゆる分野にネットワークが広がっています。

緑水会 OB からのメッセージ
緑水会では前橋の青年経済人を対象に
広くメンバーを募集しています！
＜会員条件＞
＊前橋市在住もしくは事業を営んでいる経営者、
または管理者に準ずる方。
＊満２０歳以上４５歳未満の方。
お問合せは緑水会事務局
ＴＥＬ．０２７－２３４－５１１１

緑水会では前橋の青年経済人を対象に
広くメンバーを募集しています！
＜会員条件＞
＊前橋市在住もしくは事業を営んでいる経営者、
または管理者に準ずる方。
＊満２０歳以上４５歳未満の方。
お問合せは緑水会事務局
ＴＥＬ．０２７－２３４－５１１１

＊前橋市在住もしくは事業を営んでいる経営者、
　たは管理者に準ずる方。
＊満２０歳以上４５歳未満の方。

緑水会では前橋の青年経済人を対象に
広くメンバーを募集しています！

TEL .027-234-5111

＜会員条件＞

お問合せは緑水会事務局


